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ヤ
マ
ハ
に
よ
る
と
、
議

渡
す
る
資
産
は
「
つ
ま
恋
」

の
施
設
に
関
す
る
商
標

と
、
面
積
１
４
０
診
に
及

ぶ
土
地
、
宿
泊

・
飲
食

・

湿
暴
会
綺
・
ス
ポ
ー
ツ
施

ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
の
議
渡

で
基
本
合
意
し
た
ヤ
マ
ハ
リ
ツ
ー
ト
つ
ま
恋
＝
９
月
、
掛
川

市
満
水

（本
社

ヘ
リ

コ
ン
ェ
リ
コ
ー
号
」
か
ら
）

ヤ
マ
ハ
、
Ｈ
Ｍ
Ｉ
合
意

全
て
の
事
業
を
継
続

ヤ
マ
ハ
は
２７
日
、　
一
般
営
業
を
２５
日
で
終
了
し
た
掛
川
市
満
水
の

「
ヤ
マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
つ
ま
恋
」
の
不
動
産
レｃ
商
標
の
譲
渡
に
つ
い

て
、
ホ
テ
ル
マ
ネ
ト
ジ
メ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（Ｈ
Ｍ
ｌ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
、
本
社

・
神
戸
市
）
と
基
本
〈
里
思
を
締
結
し
た
。

譲
渡
予
定
は
２
０
１
７
年
３
月
３‐
日
。
Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
４
月
１
日
か
ら
、

「
つ
ま
恋
」
の
名
称
を
引
き
継
ぎ
、

「
つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト

″彩
の

郷

（さ
い
の
さ
と
）
″
」
と
し
て
営
業
を
始
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
関
連
記
事
３‐
面
ヘ

設
な
ど
の
建
物
。
売
却
額

は
未
定
で
、

「
笠
額
面
を

含
め
、
こ
れ
か
ら
具
体
的

な
交
渉
に
入
る
」

全
ろ
報

部
）
と
い
う
。

基
本
合
意
段
階
で
は
、

Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
つ
ま
恋
の
全
て

の
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、
掛
川
市
が
目
指
す
２０

一■
塁
示
五
輪
な
ど
の
キ
ャ

ン
プ
誘
致
や
掛
川

・
新
茶

マ
ラ
ソ
ン
、
ジ

ュ
ビ
ロ
磐

田
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の

開
催
な
ど
に
も
協
力
す

る
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め

て
約
３
０
０
人
の
従
業
員

の
う
ち
、
希
望
者
の
亘
雇

用
に
つ
い
て
も
１
月
か
ら

調
整
に
入
る
。
「
つ
ま
恋
」

ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た
商

品
企
画
も
進
め
る
。

Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
新
た
な
事
業

計
画
を
２
昼
卜
旬
ま
で
に

策
定
す
る
。
宿
泊
施
設
な

ど
は
修
繕
、
改
修
し
て
活

用
す
る
方
針
。
近
年
の
宿

泊
客
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が

中
心
だ

っ
た
が
、
価
格
を

抑
え
な
が
ら

「海
外
か
ら

の
訪
日
旅
行
者
や
国
内
企

業
の
研
修
な
ど
利
用
客
層

の
拡
大
を
図
る
朱
同
社
）

と
い
う
。

ヤ
マ
ハ
は
、
国
内
音
楽

界
で
歴
史
を
刻
ん
だ

「
つ

ま
恋
」
の

一
括
譲
渡
、
「音

楽
と
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
総
合
リ
ゾ
ー
ト

施
設
の
維
持
向
上
、

「
つ

ま
恋
」
の
名
称
の
継
続
使

用
の
３
点
な
ど
を
条
件

に
、
譲
渡
先
を
探
し
て
き

た
。
複
数
企
業
が
参
加
し

た
入
札
を
経
て
、
「浜
松
市

内
の
ホ
テ
ル
を
含
め
、
再

生
の
実
績
が
あ
る
」
こ
と

を
重
視
し
、
交
渉
担
■
と

してＨＭＩを選恥だ。

ブ
ラ
ン
ド
継
環
を

中
田
卓
也
ヤ
マ
ハ
社
長

の
話

　

「
つ
ま
恋
」
ブ
ラ

ン
ド
と
、
施
設
全
体
の
継

続
を
前
提
に
譲
渡
の
基
本

人
里
思
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
詳
細
の
交
渉
は
こ
れ

か
ら
だ
が
、
お
客
さ
ま
に

愛
さ
れ
続
け
、
地
域
に
も

喜
ば
れ
る
形
で
資
産
を
引

き
継

い
で
い
た
だ
き
た

い
。

HMlホテルグループ  :
1998年に設十したホテル檀 :

営会社て 正式名称は「ホテルマ
|

ネージメントインターナショナ |

りИ 。神戸市に本社を置き、ホテ
|

ルや旅館、スポーツ施設などを全 |

国50カ所以上で展開する。結営不 |

振に陥ったホテルを再建する目的
|

で積極的に投資してきた。2014年 |

2月 には、会社更生法の適用を受 |

けた企業からグランドホテル槙松 |

候 松市)を引き継いだ。このほ :

か県内でホテルクラウンパレス浜 :

松 (同、旧浜松名鉄ホテル)、 ホ :

テルラブイエ川良 (伊東市)、 大 :

仙家 G,豆の国市)を運営する。 :



(第二種剤 要物認可 )
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「慕
わ
れ
た
施
設
」価
値



「お
客
さ
ま
の
願
い
か
な
っ
た
」

Ｈ
Ｍ
Ｉ

へ
の
譲
渡
に
つ

い
て
、
つ
ま
恋
の
関
係
薯
「

に
は
２７
日
午
後
の
発
表
前

に
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ヤ

マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
の
安
藤
貞

敏
社
長
が
施
熟
蓼
争
称
の
継

続
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む

従
業
員
の
再
雇
用
な
ど
Ｈ

Ｍ
Ｉ
の
方
針
を
伝
え
た
。

西
日
の

一
般
営
塞

霧

日
に
多
く
の
利
用
客
か
ら

つ
ま
恋
の
存
続
を
望
む
声

を
聞
い
た
と
い
う
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ

ェ
の
伊
藤
え
つ
子

さ
ん
（６‐
）
は
、

「お
客
さ

ま
の
願
い
が
か
な

っ
た
こ

と
で
安
心
し
て
い
る
」
と

穏
や
か
な
表
情
。
自
身
は

退
職
を
決
意
し
て
い
る

が
、

「次
に
つ
ま
恋
に
来

た
と
き
に

《
フ
の
）
ス
タ

ッ
フ
が
働
い
て
い
る
姿
を

見
ら
れ
れ
ば
、
私
は
幸
せ

で
す
」
と
期
待
し
た
。

ヤ

マ
ハ
リ
ブ
ー
ト
企
画

け
、
２
０
１
７
年
４
月
９

日
の
第
１２
回
大
会
を
）言
ん

通
り
開
催
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
基
本
合
意
の

発
表
の
中
で
、
新
茶
ゞ
フ

ソ
ン
な
ど
、
つ
ま
恋
を
舞

台
に
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト

に
関
し
て

「地
域
の
皆
さ

ま
の
一文
流
の
場
と
し
て
、

夢

維

あ
鶴

留

酔

本
の
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
味

わ

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

同
社
広
報
部
の
一一鳳
雪
十
係

長
。
県
内
外
の
企
業
の
研

修
の
場
と
し
て
法
人
客
の

獲
得
に
も
注
力
す
る
。

掛
川
市
出
身
の
俵
山
初

雄

・
県
西
部
地
域
し
ん
き

ん
経
済
研
究
所
理
事
長
は

比
良
社
長
に
つ
い
て

召
豆

富
な
人
脈
が
あ
り
、
証
実

で
情
熱
的
な
経
営
書
と

評
す
る
。
そ
の
上
で

「

一
層
注
力
し
て
い
く
」
と

の
方
針
を
示
し
た
。

会
合
で
は
大
会
会
長
の

禁

三
需

示

冨

で

経
緯
を
説
明
。
　
霧
種
躙
期

間
は
短
い
が
、
開
催
で
き

る
よ
う
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の

決
断
と
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
諮
り
、
全
会

一

致
で
承
認
し
た
。

掛
川

二
盪
茶
マ
ラ
ツ
ン
実
一生
倉
員

会
は
２８
日
正
午
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
２
０
１
７
年
４
月
９

日
の
第
１２
回
大
会
の
エ
ン
ト
リ
ー
の

受
け
付
け
を
始
め
る
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（４２

・
１
９
５
♂
、

参
加
料
６
千
円
）
の
ほ
か
５
種
目
を

行
う
予
定
。
種
目
ご
と
定
員
に
達
し

た
時
点
で
締
め
切
る
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
は
新
緑
が
芽
吹
く
市
内
の
各
地

を
、
フ
ル
ー
ツ
や
戦
国
汁
の
も
て
な

し
を
楽
し
み
な
が
ら
駆
け
抜
け
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
エ
ン
ト
リ

ー
は

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
宍
，
汁
汁
，

＼
ヽ
「
‘
●
コ
ー

」
０
こ

で

２

０

１

７
年
２
月
２７
日
ま
で
。
振
替
用
紙
で

の
応
募
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
実
行
委
員
会

Λ
電
０
５
３
７
（２
４
）
６
６
６
４
Ｖ

ま
た
は
Λ
電
０
５
３
７

（２
４
）
９

７
８
ｌ
Ｖ
へ
。

実
行
委
は
今
後
、
急
ピ

ッ
チ
で
開
催
準
備
を
進
め

る
。
雑
奮
群
告
一実
行
委
員

長
は

「開
催
は
難
し
い
か

と
こ
の
１
カ
月
気
を
も
ん

だ
が
、
無
事
で
き
る
こ
と

に
な

っ
て
よ
か

っ
た
。
素

晴
ら
し
い
大
会
に
な
る
よ

う
力
を
尽
く
し
た
い
」
と

話
し
た
。

客
層
拡
大
を
検
討

つ
ま
恋
譲
渡
の
基
本
合
意

が
成
立
し
た
翌
日
の
２８

日
、
Ｈ
Ｍ
Ｉ
の
比
良
竜
虎

社
長
（６８
）
を
知
る
浜
松
市

の
企
業
経
営
者
は
、
目
を

細
め
て
こ
う
語

っ
た
。

イ
ン
ド
出
身
の
比
良
社

長
が
率
い
る
Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
を
全
国
５２

カ
所
で
展
開
す
る
。
経
営

難
の
施
設
を
取
得
し
、
再

建
す
る
手
法
で
規
模
を
拡

大
。
２
０
１
４
年
に
は
、

約
５８
億
円
の
負
債
を
抱
え

て
破
綻
し
た
同
市
中
区
の

老
舗

「グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

浜
松
」
の
承
継
を
決
め
、

再
生
に
踏
み
出
し
た
。

「
″浜
松
の
理

墓

が

を
存
続
さ
せ
て
は
し
い
」

と
地
元
関
係
者
の
要
請
を

受
け
た
背
景
も
あ
る
が
、

比
良
社
長
が
引
き
受
け
る

条
件
と
し
て
重
ん
じ
た
の

が
地
域
の
協
力
態
勢
だ

っ

た
と
さ
れ
る
。
約
３０
億
円

を
投
じ
る
ホ
テ
ル
改
修
計

画
の
提
案
と
と
も
に
、
地

元
企
業
な
ど
の
積
極
的
な

利
用
を
呼
び
掛
け
た
。
再

出
発
の
門
出
を
祝
う
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
日
本
と
イ

ン
ド
の
親
善
を
図
る
日
印

協
会
会
長
の
森
喜
朗
元
首

相
、
川
勝
平
太
知
事
ら
を

グ
ス
ト
に
迎
え
、

「
地
域

の
名
声
と
発
展
に
貢
献
し

た
い
」
と
強
調
し
た
。

つ
ま
恋
の
再
生
で
も
、

Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
地
域
と
の
関
係

重
視
の
姿
勢
を
明
確
に
打

ち
出
し
て
い
る
。
地
元
掛

川
市
が
目
指
す
１９
年
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

掛
川
市
の
掛
川

・
新
茶

マ
ラ
ソ
ン
実
重

奮
員
会
は

２７
日
夜
、
同
市
内
で
会
合

を
開
い
た
。
メ
イ
ン
人
一場

の

つ
ま
恋
に

つ
い
て
ヤ

マ
ハ
と

ホ
テ
ル

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

（Ｈ
Ｍ
Ｉ
ホ
テ
ル

グ
ル
ー
プ
）
が
譲
渡
の
基

一本
合
意
を
し
た
の
を
受

翌
２０
年
東
京
五
輪
の
キ
ャ

ン
プ
誘
致
な
ど
に
協
力
す

る
考
え
だ
。

基
本

宣
思
段
階
で
は
、

Ｈ
Ｍ
Ｉ
は
つ
ま
恋
の
全
て

の
事
業
を
継
続
す
る
左
同

だ
が
、
音
楽
関
連
分
野
な

ど
未
知
数
な
部
分
も
あ

る
。
き
年
２
昼
上
旬
に
具

体
的
な
事
業
、
整
備
計
画

を
ま
と
め
る
と
い
う
。

一
方
、
再
生
実
績
を
持

つ
宿
泊
部
門
な
ど
に
関
し

て
は
、
利
用
客
層
の
拡
大

か
ら
手
掛
け
る
方
針
。
開

設
４２
年
を
経
て
老
朽
化
し

た
設
備
に
必
要
な
改
修
を

施
し
、
料
金
を
抑
え
た
形

で
の
提
供
を
見
込
む
。
中

国
や
東
南
ブ
ジ
ア
、
イ
ン

つ
直
顕
鰐
―
―

「や
り
手
だ
よ
。
期
待

で
き
る
ん
じ
や
な
い
の
」
。

≪下≫

広
報
担
当
証
長
の
堀
内
章

弘
さ
ん
（５８
）
は

「ほ
か
に

は
な
い
素
晴
ら
し
い
自
然

と
施
設
を
し
っ
か
り
継
承

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
も
訪
れ
る
皆
さ
ん
が
楽

れば一委藁」鵬「でぁ

元
が

つ

付
け
る
の
か
。

連
携
、
地
域
の
支
援
が

ま
恋
再
出
発
の
一
っ

に
な
る
」
と
み
て
い
る
。

―

・

掛
川
。新
茶
マ
ラ
ソ
シ
開
催
決
定

一


